
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美濃加茂市・可児市・坂祝町・富加町・川辺町・七宗町・八百津町・白川町・東白川村・御嵩町 

 
 
 

 たまたまその日は、目の覚めるような晴天の一日でした。通りがかった近隣の小学校では、

子ども達が運動会の練習に取り組んでいました。軽快な音楽と短い掛け声、高学年の「ソー

ラン」です。一糸乱れぬその動きに、思わず惹きつけられ、足を止め、私は、練習に見入って

しまいました。子ども達の集中力は素晴らしく、もう明日本番が来てもおかしくないくらい

の仕上がりでした。数年前までは、何をするにも制約があり、その中で出来る最良の方法を

考え、工夫して取り組んでいたことが懐かしく思い出されます。「何にも遠慮することなく競

技や演技に全力で取り組むことができる。」、その喜びを全身全霊で表しているかのような「ソ

ーラン」を目の当たりにし、子ども達は確実に成長していることを実感しました。「のびのび

過ごせる日はきっと来る」。見守ること中心であった数年前とは違い、思い切り勉強や運動に

取り組むことができる世の中が戻ってきました。子どものもっている力を大きく伸ばしてあ

げたい。そのために私たち大人には何ができるのか、何を大切に子育てをしたらよいのか、

常に模索し、学んでいきたいものです。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

輝く姿に惹きつけられて・・・ 
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可茂地区家庭教育学級応援通信 

いいかも 

可茂地区トレジャーワード 

育もう豊かな感性 ～泣いて、笑って、ともに歩もう～ 

 
「いいかも」 

こちらから 
 

青空のもと、全力で競技に臨み、心を一つにして演技す

る子ども達。運動会・体育祭は、感動がいっぱい！ 

 
子育て・家庭教育学級等のミニ情報 

消費者庁の調べでは、子どもの転落事故が、過去３０年で１７０件発生してお
り、１～４歳児で多発しています。転落場所はベランダが最も多く１０３件、次
に窓の４７件と続きます。事故の半分弱は大人の在宅時に発生しており、ちょっ
と目を離した隙に事故が起きているということです。ベランダに置いてある室外
機や椅子、窓近くのベッドやソファが原因になっていることが多く、これらの設
置場所を十分に注意する必要があります。 

＜転落＞ 

子どもの周りにある「危険」、確認と点検を！ 

～１０月号では、５つの実践例を掲載します。～ 次頁より（P2～６） 
今年は、過去最高に暑い夏となりました。そんな中、それぞれの学校や地域の実態 
を考慮し、無理なくできる家庭教育学級を目指し、内容や実践の方法を工夫してお 
られる園・学校にたくさん出会うことがきました。 
  １０月号は、長期休業日を利用し、在宅で親子のふれあいを深めた小学校の実践を五つ、 
９月はじめに体験活動やサロンを組み合わせた中学校の実践を一つ紹介します。 

P７：付録 「子育て・家庭教育学級等のミニ情報」 １１月３日（文化の日）は岐阜～ふるさとを学ぶ日～ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

在宅取組型 

八百津町立八百津東部中学校家庭教育学級 

      
 

№11 

「親子ふれあいチャレンジ」 
学校では「家庭教育学級」を開催し、子育てについて学び合ったり、交流したりす

る活動があります。コロナの影響もあり、計画通り実施できないこともありますが、
家庭教育は、ますます大切にされなければならない時代だと言えます。そこで、「在宅
家庭教育」として、上記のような取組を実施します。子ども達の健全育成のため、各
家庭でのご協力をお願い申し上げます。（子育て委員長さんより） 

 
「親子で話し合い」、「約束づくりをする」、「実践する」 

という活動に挑戦！ 
実施期間：長期休業中 対象：全家庭      

内ボランティアの内

容と回数は、各家庭

にゆだねられていま

す。つながることが

一番のねらいです。 

子ども達が挑戦したボ

ランティアいろいろ… 

・夏祭りの商品販売 

・ゴミ拾い 

・田んぼの草取り 

・家族全員分の皿洗い 等々 

卓 球 大 会 

（八百津町では、町内の全小中学校に向けて、「親子ふれ

あいチャレンジ」の啓発文書を発行しています。以下は

その抜粋です。） 

【話し合いの例】 
・何ができるかな → 私・僕はこれならできそう 
・いつ、どこでやる → 毎日、毎週〇曜日 
・できたら〇をつけるよ → がんばるね 

すごいね がんばったね たすかったよ 
 

具体的な実践例（できることから始めてみよう） 
・あいさつチャレンジ  ・朝食チャレンジ 
・家族の一員チャレンジ  
・親子で料理（弁当）チャレンジ 
・親子読書、親子学習チャレンジ 
・自然体験チャレンジ  ・その他 

各家庭においてできること、がんばれることを
話し合って決めることが大切です。そして、でき
ること、頑張ったことを認める場を大切にしたい
ものです。 

R6 夏休み：「一家庭一ボランティア」に挑戦！ 

（親）新年のあいさつにおいでになる親

戚のために、朝から掃除、料理の準備を

共に行いました。一人で準備するより、

短時間で済みました。皆にも喜ばれて大

成功！どうもありがとう。  

（親）家族みんなで楽しむこと
のできるチャレンジを考えてく
れました。全力で楽しむことが
できました。 
 

（子）戦いももちろんですがみ

んなで笑い合ってやれたのが一

番よかったなと思いました。  

 

（子）久しぶりの食事を作るお手

伝いだったので、自分の頭で考え

たり、言われたことをしっかりや

れたりしたのでよかった。     

R5 冬休み：「親子ふれあいチャレンジ」に挑戦！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

在宅取組型 

八百津町立和知小学校 家庭教育学級 

      
 

№12 

 
「ぽかぽか言葉かけ運動」 

近年、子ども同士のコミュニケーション能力の低下が叫ばれています。あいさつは、より

よい人間関係を築く上で大変重要であり、コミュニケーション能力を高める第一歩です。ま

ずは「相手の思いを大切にしたあいさつのできる和知小の子ども達を育てたい」という願い

を学校と家庭が確かめ合うことから始めたいと考えました。「ぽかぽか言葉かけ運動」への

ご理解・ご協力をよろしくお願いします。（PTA 会長さんより） 

和知小学校では、この半年間に２回、「ぽかぽか言葉かけ運動」に取り組みました。 

１回目：４月２７日～５月６日 （１０日間） 
     新１年生も取り組みやすいようカードで実施。 
取組方法・内容（概略） 
☆子どもから家族に「おはよう」「いってきます」等の声をかけ 

ることができたら、さくらの木に好きな色を塗る。 
 ☆ぽかぽか言葉が言えたら、親は、その場ですかさず認めの声 

掛けをする。 
 ☆最終日に児童・保護者それぞれが取組を通して感じたことと 

うれしかったことを記入する。 
（各々の家庭で大切にしている言葉があれば➆の欄に記入して 

取り組む。） 
 （子）ぽかぽか言葉かけ運動をして

いると、家族の中で自然に笑顔が生

まれて、とても楽しい雰囲気になり

ました。 

（親）あらためてこの運動を通

して、言葉の温かみを知ること

ができたように思います。合言

葉のように「頑張ろう！」が響

き合っていました。 

２回目：７月２０日～７月２７日 
     ICT 端末（タブレット）の「ロイロノート」で実施。 
取組方法・内容（概略） 
☆子どもが家族に➀「おはよう」「おやすみ」➁「いってき 

ます」「ただいま」➂「いってらっしゃい」「おかえり」 
➃「いただきます」「ごちそうさまでした」➄「ありがとう」
➅「はい」（へんじ）の声をかけることができたら〇を、でき 
なかったら／をつける。 

☆➆の欄には、家庭で大切にしたい言葉があれば､子どもと一緒に 
入力する。 

☆実施結果や記入した感想はタブ 
レットの画面上の「集計結果」 
をタップすると閲覧できるよう 
になっている。 

（子）いつもあいさつできたし弟
ともあまりケンカをせずに過ごせ
ました。 
 今回、すれ違った人に挨拶がで
きたので、よかった。 

（親）夏休みでいろいろな人と会
う機会があり、よい機会になりま
した。元気のよい挨拶はお互い気
持ちが良いです。「今日も頑張ろ
う！」という気持ちになります。
これからも是非続けてほしいと思
います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

在宅取組型 

美濃加茂市立古井小学校 家庭教育学級 

「ほっこりニコビーデイ」は、月１回（年９回）実施している在宅取組を主にした古井小
の家庭教育学級の総称です。「歯磨き」「ノーメディア」「読書」「ボランティア」等の取組
を継続的に行っています。活動の主体は、ＰＴＡ家庭教育学級委員会ですが、他の委員会
とタイアップして行うこともあります。 

№13 

 
「ほっこりニコビーデイ」 

学級目標 
➀親子で基本的生活習慣や親子のふれあいについて見つめ直すことを通して、 

各家庭の教育力をさらに高め、親子の絆を強める。 

➁各家庭の実態にふれ、交流することを通して、各家庭の教育力をさらに深める。 

令和６年度夏休み「歯磨き」「一家庭一ボランティア」に挑戦！ 
取組のお知らせは、全てメール配信しています。アンケートは、タブレットのスマー

ト連絡帳の機能を使い、集約しています。取組の結果は、前期・後期ごとにプリントを
配付し、活動の様子を皆さんにお知らせしています。 

期間：７月２０日～２６日  
朝歯みがきをしたら顔に、夜歯みがきをしたらたてがみに色を塗る。 

＜いっぽん いっぽん 
ていねいに 

  はをみがこう！＞ 
（おうちの人のことば） 

・毎日の食事後に丁寧に磨く
ことが出来ていました。鏡
を見て、穴が開くくらいジ
ッと見てチェックする姿が
あり、面白かったです。こ
れからも歯が生え変わって
いくため、清潔に過ごせる
よう頑張りましょう！！ 

・毎日しっかり磨けました｡ 
奥歯のミゾは汚れが詰まり
易く取れにくいと言われて
いるので、10 秒ずつ磨く
など、一本一本丁寧にみが
くようにこれからも頑張ろ
う！！ 

ふれあいながら基本的生活習慣の定着を目指します 

５年女児児 １年男児 

期間：夏休み中の都合の良い時 
一家庭一ボランティアにチャレンジする。 ６年女児 

４年男児 

＜ぼく・わたしがチャレンジすること＞ 
〇家のご飯作りを一緒にやる。（主に夕食の手伝い） 
☆せんたく干し 

＜感想＞ 
〇毎日夕食作りをやって、少し慣れてきたところもあ

ります。みそ汁の作り方の手順は覚えたので、これ

からも作っていけたらいいなと思います。 
☆お手伝いをちゃんとできたのでよかったです。お手

伝いをするとお母さんが喜んでくれるので、うれし

いです。 
＜おうちの方から＞ 
〇いつも自ら進んでお手伝いしてくれました。本当に

助かりました。 
☆朝、忙しい時に手伝ってくれてとても助かりまし

た。ありがとう！！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

在宅取組型 

美濃加茂市立山之上小学校家庭教育学級 №14 

 
「親子で一緒に考えよう！やってみよう！」 

こんな願いから計画します… 
 子どもたちが学校の授業で使用した資料や動画をもとに、今年も親子で情報モラルについ
て考える機会をもち、これまでの様子を振り返るとともに、夏休みや今後の過ごし方につい
て考えましょう。また、SGE（構成的グループエンカウンター）や、メディア以外のことに
家族と一緒に挑戦してみること等を通して、親子のふれあいを増やしていけたらと願ってい
ます。長い夏休み、親子で一緒に考えたり取り組んだりする機会を増やし、子ども達にとっ
て楽しい思い出の一つになることを願っています。（PTA 会長さんより） 

山之上の在宅取組 

 子どもに声をかけ一緒の活動をし、ふれあう時間を多くもつことを大切にしています。 

➀SGE（わたしがたべているものはな～んだ？・若返りジ

ャンケン等）や、メディア以外で家族と一緒に挑戦してみる

こと等を通して、親子のふれあいを増やします。 

「ゲームをするな×」ではなく、他の遊び（楽しいこ
と）、ゲーム以外に目を向けさせましょう。 

お家で夏まつり 

資料より一部抜粋 

「情報モラル」について 
（６年児童・保護者） 
〇危ないサイトに入らないように、いつも使っているサイトを使 

い、新しいサイトに入る時は、親に聞いてからにする。 
☆スマートフォンなど、ネットにつながる機器を持つ子が増えて 

きているからこそ、危ないことに巻き込まれないように気を付 
けてほしい。 

「親子で一緒に考えよう！やってみよう！」について 
（４年生児童・保護者） 
〇相手のジェスチャーをすぐに当てられたから、うれしかった。 
☆なかなか祖母まで誘ってゲームをする機会はないので、みんな

で丸になって顔を見ながら遊べてよかった。 

取組の様子は、運動会・参観日・ふるさと学習
発表会等のおり、掲示で保護者・地域の皆さんに

紹介しています。ホームページにも掲載します。 

➀「情報モラル」について考える機会をもちます 
 子ども達は、休み前に授業で「情報モラル」につい
て学んでいます。その資料や動画をもとに、親子で考
える機会をもち、これまでの様子を振り返るとともに
夏休みや今後の過ごし方について考えましょう。 

令和６年度の夏休みは、親子でこの２つに挑戦！ 



 
 
 
 
 
家族の 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講演会＋子育てサロン型 

 
可児市立中部中学校家庭教育学級 №15 

夏休みの家庭教育学級８／２２（実施） 
豆腐づくり・豆腐料理講座 

 夏休みに実施した家庭教育学級は、親
子での参加を可としました。手作り豆腐
と豆腐料理の味を親子で楽しみました。 

今年度、「笑顔のもとを見つ
けよう」をテーマに、年間１１
回の家庭教育学級を計画しまし
た。年度はじめに参加希望を募
り、出席者を一覧表にまとめ、
年間の見通しがもてるようにし
ています。 

会場は、３つの小学校区内の
地区センターをその時々に応じ
て活用させていただいていま
す。 

皆さんに、様々な体験で楽し
んでもらえるよう、内容を工夫
しました。（学級長さんより） 

＜まずは、説明を聞きます！＞ 

＜心臓マッサージ＞ 

「救急救命講習」＋「茶話会」 
家族に万が一の事態が起きた場合、少しでも落ち着いて命を守るための適切な行動がとれる

よう、救命の方法を知っておくことは大切です。みんなで対処の仕方を学びましょう。会の後
半では、茶話会を行います。交流できるとよいですね。 

R6.９.３(火) １３:３0～1５:３0 可児市 平牧地区センター（和室にて）  

講 師：可児市女性消防分団 団員（３名） 

可児市女性消防分団 
現在１０名で活動し

ています。主に 
・幼保こ園や小中学校

自治会行事での救急
救命講習 

・イベントのお手伝い 
・広報活動 等 
が活動の中心となって
います。 

＜呼吸の確認＞ ＜マッサージをする位置の確認＞ 

１分間に１２０回 
が目安です。 

倒れている人を見つけたら・・・ 
☆周囲の安全確認 
☆反応の確認 
 「大丈夫ですか？」始めは小さな声 → 徐々に大きく 
☆人を呼ぶ（AED を持ってくる人・救急車を呼ぶ人・もっ 

と多くの人を呼ぶ人） 
☆人を特定して指示を出す。「そこのあなた〇〇を！」 
☆呼吸の確認（１０秒間、胸・腹のあたりを見る） 
☆心臓マッサージ（強く・速く・絶え間なく）交替時もス

ムーズに。（１分間に１２０回が目安） 
☆AED を使用する。→呼吸があれば回復体位へ。 

＜AED 使用＞ 


